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催
　
　
し

生
活
相
談

そ  
の  
他

募
　
　
集

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

[

聴
覚]

　

４
月
18
日
（
木
）　

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ
　

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４
‐
６
‐
１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

［
庄
原
地
域
］

○
知
的　

５
月
13
日
（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

定
期
巡
回
児
童
相
談

　
広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　

４
月
18

日
（
木
）・
５
月
16

日
（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童
課

女
性
子
ど
も
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き
　

４
月
26
日
（
金
）・
５
月
24
日
（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所
市

民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

健
康
相
談

　
広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次
市

十
日
市
東
）で
実
施
す
る
健
康
相

談
で
す
。
事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
　

４
月
16

日
（
火
）・
５
月
21

日
（
火
）

13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き
　
５
月
８
日
（
水
）

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
５
１
８
１

　
人
権
相
談

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　

４
月
16
日
（
火
）・
５
月
７
日
（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き
　
５
月
９
日
（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き
　
５
月
２
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
　

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
比
和
地
域

と
き
　
４
月
18
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
　

比
和
文
化
会
館

●
総
領
地
域

と
き
　

５
月
８
日
（
水
）
９
時
～
11
時

と
こ
ろ
　

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

帝
釈
峡
湖
水
開
き

　
国
定
公
園
帝
釈
峡
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
の
幕
開
け
に
あ
た
り
行
わ
れ

る
安
全
祈
願
祭
で
す
。
太
鼓
や
神

楽
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
、
神
石
高
原

マ
ル
シ
ェ
の
創
作
グ
ル
メ
や
帝
釈

峡
の
景
観
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
体

感
で
き
る
自
然
体
験
メ
ニ
ュ
ー
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

と
き
　
４
月
29
日
（
月
・
祝
）

と
こ
ろ
　
帝
釈
峡
神
龍
湖

問
い
合
わ
せ
　

帝
釈
峡
観
光
協
会

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
５
２
５

お
く
ま
の
さ
ん

　「
お
く
ま
の
さ
ん
」と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
熊
野
神
社
の
春
季
大

祭
に
合
わ
せ
、
神
社
周
辺
の
駐
車

場
や
「
イ
ザ
ナ
ミ
茶
屋
」で
、
地
元

自
治
会
に
よ
る
出
店
や
西
城
町
神

楽
愛
好
会
に
よ
る
神
楽
奉
納
、
西

城
川
太
鼓
の
演
奏
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　

４
月
29
日
（
月
・
祝
）
11
時
～

と
こ
ろ
　

熊
野
神
社
周
辺
（
西
城
町
）

問
い
合
わ
せ
　
西
城
町
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
８
２
‐
２
７
２
７

第
３
回
福
田
頭
山
開
き

　
本
格
的
な
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
始

ま
り
を
前
に
、
１
年
間
の
登
山
客

の
安
全
を
願
う
山
開
き
を
開
催
し

ま
す
。
手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
る

「
ひ
ろ
し
ま
百
山
」
福
田
頭
に
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
４
月
27
日
（
土
）

と
こ
ろ
　

福
田
頭
山
開
き
特
設
会
場

(

庄
原
市
比
和
総
合
運
動
公
園
内)

問
い
合
わ
せ
　

公
共
の
宿
「
か
さ
べ
る
で
」　

☎
０
８
２
４
‐
８
５
‐
２
２
３
０

庄
原
さ
と
や
ま
　
　
　
　
　

　
　
　
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

　
身
近
な
玄
関
先
か
ら
“
花
と

緑
の
ま
ち
づ
く
り
”
を
め
ざ
す
、

し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
が
主
催
す

る
「
２
０
１
３
春
庄
原
さ
と
や
ま

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」が
、
４
月
13

日
か
ら
６
月
16
日
ま
で
の
土
・
日
・

月
、
26
日
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

公
開
さ
れ
ま
す
。

　

公
開
庭
園
は
、
昨
年
の
春
か
ら

４
庭
増
え
30
庭
。
そ
れ
ぞ
れ
の
庭

の
状
況
に
よ
っ
て
、
庭
主
が
公
開

日
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
し
ょ
う
ば
ら
花
会

議

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
（h

t
t
p
:
/
/

s
h
o
b
a
r
a
fl
o
w
e
r
.
b
l
o
g
s
p
o
t
.
j
p
/

）

ま
た
は
庄
原
市
観
光
協
会
（
☎

０
８
２
４
‐
７
５
‐
０
１
７
３
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広
島
県
ア
ダ
プ
ト
　
　
　
　

　
　
　
　
　
活
動
団
体
募
集

　
県
は
、
県
が
管
理
す
る
道
路

（
１
０
０
㍍
以
上
）
・
河
川
（
50
㍍

以
上
）で
清
掃
・
緑
化
・
草
刈
な
ど

の
活
動
を
行
う
団
体
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

※
ア
ダ
プ
ト
活
動
は
、
ア
ダ
プ
ト

が
「
養
子
縁
組
を
す
る
」
と
い
う

趣
旨
か
ら
、
住
民
な
ど
が
主
体
と

な
っ
て
清
掃
・
緑
化
活
動
な
ど
を

中
心
に
公
共
空
間
を
わ
が
子
の
よ

う
に
面
倒
を
み
て
い
く
活
動
を
い

い
ま
す
。

県
の
支
援
内
容

①
希
望
す
る
団
体
に
団
体
名
や
企

業
名
を
記
し
た
表
示
板
（
ア
ダ
プ

ト
サ
イ
ン
）を
設
置

②
活
動
に
伴
う
傷
害
・
損
害
賠
償

保
険
の
加
入

問
い
合
わ
せ

広
島
県
土
木
局
道
路
河
川
管
理
課

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
９
０
３

災
害
の
記
録
写
真
を
　
　
　

　
　
　
　
　
集
め
て
い
ま
す

　
広
島
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
地
域
な

ら
で
は
の
貴
重
な
土
砂
災
害
の
写

真
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
共
有
・

公
開
す
る
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

「
地
域
の
砂
防
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
」

を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
公
開

す
る
災
害
の
写
真
を
集
め
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
身
近
で
起
こ
っ
た

土
砂
災
害
や
昔
の
災
害
、
砂
防
や

え
ん
堤
な
ど
を
写
し
た
写
真
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
提
供
く
だ

さ
い
。

募
集
写
真

●
身
近
で
起
こ
っ
た
土
砂
災
害

●
昔
に
起
こ
っ
た
土
砂
災
害

●
土
砂
災
害
の
記
録
を
記
し
た
石

　

碑
●
土
砂
か
ら
地
域
を
守
る
砂
防
・

　

え
ん
堤

※
そ
の
ほ
か
、
防
災
訓
練
な
ど
地

域
の
活
動
写
真
、
渓
流
や
里
山
の

今
昔
写
真
な
ど
も
募
集
し
て
い
ま

す
。

写
真
提
供
の
方
法

　
写
真
を
ご
提
供
い
た
だ
く
に
は

登
録
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
は

「
地
域
の
砂
防
ア
ー
カ
イ
ブ
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

現
像
し
た
写
真
を
お
持
ち
の
方
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
請
が
困

難
な
方
は
、
広
島
県
土
木
局
砂
防

課
が
代
行
し
て
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
土
木
局
砂
防
課

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
９
４
３

庄
原
市
河
川
道
路
美
化
活
動

保
険
制
度

　
市
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
安

心
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
自
治
会
や
地
域
の
団
体
が
主

催
す
る
美
化
活
動
を
対
象
に
、
保

険
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
保
険

料
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
活
動

　
市
が
管
理
す
る
河
川
（
普
通
河

川
）と
道
路
（
市
道
・
農
道
・
林
道
）

で
行
う
清
掃
・
草
刈
・
植
栽
な
ど

の
美
化
活
動

対
象
者

　
美
化
活
動
計
画
書
を
提
出
し
た

団
体
の
活
動
参
加
者

内
容

　

活
動
中
の
け
が
や
事
故
の
傷

害
・
賠
償
補
償

申
し
込
み

　

活
動
す
る
15
日
前
ま
で
に
、
美

化
活
動
計
画
書
を
建
設
課
ま
た
は

各
支
所
環
境
建
設
室
・
産
業
建
設

室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
環
境
建
設
室
・
産

業
建
設
室

『辻井いつ子講演会』
ピアニスト辻井伸行さんの母。
伸行さんが生後まもなく全盲とわか

り絶望と不安のなか、育児書や子育て
マニュアルが全く役に立たないところ
から、手探りで子育てをスタート。持
ち前のポジティブさと行動力で常に子
どもの可能性を信じ、よく見て、ほめる「親ばか」の子育てで、
伸行さんを育てる。生後８か月で伸行さんの音楽の才能を見つけ
プロのピアニストへと二人三脚で歩む。その結果、平成21年６月、
アメリカで開催された第13回ヴァン・クライバーン国際ピアノコ
ンクールで日本人初の優勝を果たす。

自らの子育ての経験をもとに、教育者や親御さんにとって関心
の高い内容を明るく楽しく講演します。

と　き　４月27日（土）
　　　　開演13：30（開場13：00～）
ところ　庄原市民会館 
入場料　一般 1,300 円
　　　　( 当日 1,500 円） 
　　　　高校生以下　無料

 

　市民会館での購入に限り　チケット２大特典

①先着200人または一度に３枚以上ご購入の方に限り
　入場料10％割引
②友の会会員の方は上記割引に加えさらに10％割引 
 

【前売券販売所】
庄原市民会館、食彩館ゆめさくら、ザ・ビッグ庄原店、
ジョイフル、サングリーン、ＣＣプラザ

辻井伸行
「ﾏｲ・ﾌｪｲｳﾞｧﾘｯﾄ・ｼｮﾊﾟﾝ」

（ｴｲﾍﾞｯｸｽ・ｸﾗｼｯｸｽ）

  　広報しょうばら｜２０１３．４月号｜ 2627 ｜２０１３．４月号｜広報しょうばら



お 知 ら せInformation

備北公園管理センター
☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

春
の
花
と
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む

「
春
ま
つ
り
」が
始
ま
り
ま
す
。

　

期
間
中
は
週
末
を
中
心
に
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
花
と
イ
ベ

ン
ト
、
遊
び
を
満
喫
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

春
の
花
、
咲
い
て
い
ま
す
！

　
春
の
風
が
心
地
よ
い
「
花
の
広

場
」で
は
、
ビ
オ
ラ
や
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
次
々
と
咲
き
続
け
ま
す
。
花

の
広
場
に
は
大
き
な
ク
ジ
ラ
の

「
花
絵
」が
登
場
!!
展
望
台
か
ら
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

桜(

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ)

の
見
ご

ろ
は
４
月
上
旬
。
４
月
13
日
（
土
）・

14
日(

日)

は
夜
間
開
園
し
、
ス
イ

セ
ン
や
桜
な
ど
春
の
花
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
。
松
江
自
動
車
道
の
開
通

を
記
念
し
て
、
１
５
０
発
の
花
火

を
両
日
打
ち
上
げ
ま
す
。

～
期
間
中
の
無
料
入
園
日
～

４
月
29
日
（
月
・
祝
）

５
月
４
日
（
土
・
祝
）・
５
日
（
日
）

※
４
／
29
、
５
／
４
は
駐
車
料
金

も
無
料
。
５
／
５
は
小
・
中
学
生

の
み
無
料
。（
駐
車
料
金
別
途
必

要
）

～
花
の
見
ご
ろ
～

○
ビ
オ
ラ

４
月
上
旬
～
５
月
中
旬

○
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

４
月
中
旬
～
下
旬

○
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー

４
月
中
旬
～
５
月
上
旬

○
シ
ャ
ー
レ
ポ
ピ
ー

５
月
中
旬
～
６
月
上
旬

※
開
花
状
況
に
よ
り
日
程
が
変
更

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
も
い
ろ
い
ろ

　
手
づ
く
り
体
験
、
和
太
鼓
公
演
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
親
子
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

　

ひ
ば
の
里
で
の
「
柏
餅
づ
く
り
」

「
ち
ま
き
づ
く
り
」な
ど
の
食
体
験

の
ほ
か
、「
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

体
験
」や
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
体
験
」「
カ
ヌ
ー
体
験
」
な

ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
体
験

も
盛
り
だ
く
さ
ん
!!

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

立
て
る
た
め
、
車
い
す
の
固
定
装

置
や
昇
降
装
置
な
ど
の
特
別
な
構

造
変
更
が
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車

※
自
動
車
税
（
県
税
）
の
減
免
と
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
重
複
し
て

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

①
減
免
申
請
書

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど

③
運
転
免
許
証

④
印
鑑

⑤
車
検
証

⑥
そ
の
他
減
免
を
必
要
と
す
る
理

由
を
証
明
す
る
書
類

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
４
４

市
道
の
草
刈
り
交
付
金

　
市
道
の
草
刈
り
を
地
域
ぐ
る
み

で
実
施
し
た
地
域
団
体
に
対
し

て
、
片
側
延
長
１
㍍
に
つ
き
10
円

の
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

受
付
期
間

４
月
19
日
（
金
）
～
５
月
31
日
（
金
）

申
し
込
み

　

受
付
期
間
内
に
、
建
設
課
ま
た

は
各
支
所
環
境
建
設
室
・
産
業
建

設
室
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
用
紙
は
同
課
・
室
に
準
備
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
環
境
建
設
室
・
産

業
建
設
室

在
宅
高
齢
者
紙
お
む
つ
購
入

助
成
券
を
交
付
し
ま
す

　

市
は
、
紙
お
む
つ
を
必
要
と
す

る
重
度
の
要
介
護
者
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
同
居
家
族
な
ど
に
対

し
て
、
そ
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
紙
お
む
つ
購
入
助

成
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

交
付
対
象
者

　

次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
高
齢
者
を
同
居
で
在
宅
介
護
し

て
い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
人

在
宅
高
齢
者
の
要
件

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
現
に
居

住
し
て
い
る
人

②
紙
お
む
つ
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
人

③
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
が

３
・
４
・
５
と
判
定
さ
れ
て
い
る
人

④
市
民
税
非
課
税
の
人

交
付
枚
数
（
１
枚
３
千
円
分
）

　
申
請
月
に
よ
り
交
付
枚
数
が
異

な
り
ま
す
。

①
４
月
か
ら
６
月
ま
で
25
枚

②
７
月
か
ら
９
月
ま
で
20
枚

③
10
月
か
ら
12
月
ま
で
15
枚

④
１
月
か
ら
３
月
ま
で
10
枚

購
入
で
き
る
品
目

紙
お
む
つ
、
紙
パ
ン
ツ
、
尿
取
り

パ
ッ
ド
、
お
む
つ
カ
バ
ー
、
清
拭

剤
、
携
帯
ト
イ
レ
用
消
臭
剤
、
防
水

シ
ー
ツ
、
介
護
用
手
袋

使
用
上
の
注
意

　

助
成
券
が
使
用
で
き
る
協
力
店

で
の
み
購
入
で
き
ま
す
。
病
院
や

施
設
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
期

間
な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

必
要
書
類
な
ど

○
申
請
書
（
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
な
ど
の
確
認
印
が
必
要
）

○
印
鑑

※
申
請
書
は
高
齢
者
福
祉
課
介
護

保
険
係
、
各
支
所
市
民
生
活
室
、
市

内
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
あ
り

ま
す
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係
　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

減
免
申
請
は
毎
年
必
要
で
す

　
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
毎
年
、
納
期
限
の
７
日
前
ま
で

に
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
へ
減
免

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
税
第
１
期
お
よ
び
軽

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（
金
）で
す
。

●
減
免
を
受
け
ら
れ
る
固
定
資
産

①
生
活
の
た
め
、
公
私
の
扶
助
を

受
け
て
い
る
方
が
所
有
す
る
固
定

資
産

②
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す

る
固
定
資
産(

有
料
の
場
合
を
除

く)③
災
害
な
ど
で
著
し
く
価
値
が
減

少
し
た
固
定
資
産　

な
ど

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

①
減
免
申
請
書　

②
印
鑑

③
そ
の
他
減
免
を
必
要
と
す
る
理

由
を
証
明
す
る
書
類

●
減
免
を
受
け
ら
れ
る
軽
自
動
車

①
生
活
保
護
な
ど
を
受
け
て
い
る

方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

②
身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
、

歩
行
が
困
難
な
方
が
所
有
し
運
転

す
る
軽
自
動
車

③
身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
、

歩
行
が
困
難
な
方
の
た
め
に
生
計

を
ひ
と
つ
に
す
る
方
が
所
有
し
運

転
す
る
軽
自
動
車
（
等
級
な
ど
制

限
が
あ
り
ま
す
）

④
身
体
障
害
者
な
ど
の
利
用
に
役

市 ･ 県民税の申告は必要ありません

市 ･県民税の申告が必要ではありませんか？

　所得税〔国税〕の確定申告が必要のない人でも、市･県民税の申告が必
要となる場合があります。
　市･県民税申告を行わないと、給与や年金以外の収入に対する経費が
控除されず、結果的に市･県民税が高くなってしまう場合や、介護保険料
や国民健康保険税などにも影響します。
　市･県民税の申告期間は3月15日で終了しましたが、次の事項を参考
に、申告の必要があると思われる人は「期限後申告」をしてください。
　

●所得税（国税）の確定申告を済ませましたか？●

は　い　　　　　　　　　　いいえ

　　　　　          　

　

　
次のいずれかに該当する方は、

市 ･県民税の申告が必要となる場合があります

○給与所得者で、給与 ･ 公的年金以外の所得がある人

○年金収入の場合、148 万円（65 歳未満の人は 98 万円）

　を超えている人

○年金所得者で、公的年金以外の所得がある人

○水田への作付けが 20a 以上ある人

もう一度、確認をお願いします

　●市 ･ 県民税申告についてのお問い合わせ
税務課市民税係　☎ 0824-73-1146　または各支所市民生活室市民生活係

１００万本の花が咲く！！

備北丘陵公園
「春まつり」開催！

4 月 6日 ( 土 ) ～ 5月 12 日 ( 日 )

  　広報しょうばら｜２０１３．４月号｜ 2829 ｜２０１３．４月号｜広報しょうばら



お 知 ら せInformation

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

母子保健コーナー

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

しょうばら九日市

休日診療のご案内

時悠館　  ☎ 08477-6-0161

開館　９時～17時　（休館：水曜（祝日開館･翌日休館・年末年始）

犬 ・ 猫の引き取り　  

問環境政策課 ☎ 0824-72-1398

人の動き　  

平成25年２月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

石
せきぞく

鏃
石鏃は、サヌカイトや

黒曜石などの石で作った
弓矢の矢じりです。弓矢
は、土器とともに、縄文時
代に発明された画期的
な道具のひとつです。そ
れまでの狩猟は槍( やり)
を使っていましたが、弓
矢の登場でより遠くの獲
物を確実に仕留めること
ができるようになりまし
た。
石鏃は三角形を基本とし、大きさ（長さ）も縄文時代には１～２セン

チのものが多くみられます。獲物を射る道具なので先はとがっており、
矢柄（やがら）に付ける部分（基部）がえぐれているものや直線的になっ
たものがあります。また両脚がとがるものや幅広いもの、丸みを帯びた
ものなどがあります。
縄文土器は時期により形や文様に特徴が見られますが、石鏃には時

期的な特徴はあまりなく、石鏃では時期を決められません。しかし、早
期や前期の古い時期は、基部のえぐりが深い傾向があります。今から
7,000 ～8,000 年前の押型文土器の時期には、基部が逆Ｕ字形にえぐ
れ、鍬のような形をした鍬形鏃( くわがたぞく) と呼ばれるものがあり
ます。後期や晩期の新しい時期になると、形も細身になり、えぐりは浅
い傾向があります。飛行機のような形のものや、晩期には将棋の駒の形
に似た五角形のものなどが見られます。
時悠館には帝釈峡遺跡群から出土した多くの石鏃を展示していま

す。いろいろな形の石鏃がありますので、じっくりと観察してみてくだ
さい。

４月・５月の休日診療については、次のとおりです。
●東城地域

●庄原地域　庄原市休日診療センター　☎ 0824-72-9900

４月～５月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室

「かずらのフラワースタンド（朝の部）」
「かずらの鉢台（昼の部）」
　とき　４月26日(金) 朝の部9：30～12：00
   昼の部13：30～16：00
　参加費　朝の部2,500円　昼の部1,000円
　定員　各10人
▶展示・その他
○浩雅窯作陶展
　とき　４月15日（月）～26日（金）

【営業日と時間変更】
４月１日（月）から閉館時間が18時に戻ります。
※朝どり市は通常通り16時まで。
４月30日（火）は営業します。

４月・５月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

お弁当は３：１：２
　新年度になり、入学や就職など環境が変わった方も多いのでは
ないでしょうか。
　また、お花見や公園などへお弁当を持って外出する機会も増え
てくるかと思います。
　普段のお弁当からいつもよりちょっと豪華なお弁当作りまで幅
広く使える「３：１：２弁当箱法」を実践してみませんか。

[住民基本台帳登載人口]

人口　３９，４４４人（前年比－６０３人）　
男　　１８，６４２人（前年比－３５０人）　
女　　２０，８０２人（前年比－２５３人）　
世帯数　１５，９９８世帯（前年比－１５０世帯）
[うち外国人]

人口　２９８人（前年比－１６人）
[各地域の内訳]

○庄原地域　１９，１２７人（７，８４７世帯）
○西城地域　４，０１６人（１，５２７世帯）
○東城地域　８，８４５人（３，７３６世帯）	
○口和地域　２，２４８人（８３２世帯）	
○高野地域　２，０３１人（７０５世帯）
○比和地域　１，６２２人（６５９世帯）
○総領地域　１，５５５人（６６５世帯）

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎ 0824-73-1145
●下水道課管理係　☎ 0824-73-1175
●水道課業務係　　☎ 0824-73-1197

と　き　４月 22 日（月）12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　久

く ぼ た そ の こ

保田園子（ピアノ）・中
な か む ら み き え

村幹枝 ( 筝 )
曲　目　モンティ作曲「チャルダッシュ」
　　　　伊藤エイミーまどか作曲
　　　　「風の精」（筝とピアノの為の二重奏）ほか

広報日記
　毎号のようにお伝えしていた松江自動車道（中国

横断自動車道尾道松江線）が、めでたく開通しまし

たね。皆さんはもう利用されましたか？これに関係

する式典やイベントなどが集中して開催され、念願

の高速道開通に心躍らせている人、すでに利用して

その利便性を感じている人もいらっしゃると思いま

す。「道の駅たかの」も 12 日にグランドオープンし

ますので松江自動車道とともにご利用ください。ま

た、特集でご紹介したように、市内には地域の魅力

を発信する同様の施設がありますので、この機会に

ぜひ足を運んでいただきたいと思います。

▶久保田園子･･･ 広島大学大学院音楽文化教育学博士課程前
期修了。同大学修了演奏会に出演。これまでに、声楽・合唱の伴
奏・２台ピアノ・ピアノデュオ・筝やオーボエ・ヴァイオリン
との共演など数多くのコンサートに出演。三次市在住。
▶中村　幹枝･･･ 庄原市出身。福山や県北を中心に数々の演奏
会に出演。また、学校での演奏会や指導に携わる。福山リーデ
ンローズ筝アンサンブル会員。

市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

パッチワークサークル作品展
とき　５月８日(水)～10日(金)10時～17時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

献血のご案内　  

問保健医療課医療予防係 ☎ 0824-73-1155

献血を次のとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間

４月 24 日（水） 県立広島大学 11 時 30 分～ 15 時

４月　７日（日） 細川医院 ☎ 08477-2-0054

１４日（日） 日伝医院 ☎ 08477-2-2180

２１日（日） 東城病院 ☎ 08477-2-2150

２８日（日） 三上クリニック ☎ 08477-2-1151

２９日（月） こぶしの里病院 ☎ 08477-2-5255

５月　３日（金） 東城病院 ☎ 08477-2-2150

４日（土） 瀬尾医院 ☎ 08477-2-0023

５日（日） こぶしの里病院 ☎ 08477-2-5255

６日（月） 細川医院 ☎ 08477-2-0054

毎月９日は、しょうばら九日市

★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは交流サロンラッキー　☎ 0824-72-0075 まで

と   き　５月９日（木）　９時～１３時
ところ　中本町商店街周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.main.jp

☎ 0824-75-4411

５月

 
引き取り日 時間 場所

庄原
地域

毎月第２ ・ ４水曜日

４月１０日・２４日

５月　８日・２２日

９：００～　９：３０ 市役所車庫

東城
地域

１０：４０～１１：１０
東城支所
正面駐車場

３：１：２弁当箱法とは？
　お弁当箱を６等分した
ときの、主食・主菜・副菜
の割合を表したもので
す。５つのルールに従っ
てお弁当を作ると、適量
で栄養バランスのよい１
食分の目安がわかりま
す。食器に盛られた普段
の食事のとき、外食や惣
菜選びのときにも応用で
きます。

①自分にあったサイズの弁当箱を選ぶ

②料理が動かないように
　しっかり詰める

③料理の組み合わせは、主食３：主菜
　１：副菜２の表面比に。主食（ごはん・
　パンなど）、主菜（肉・魚・卵など）、
　副菜（野菜・きのこ・海藻など）

④同じ調理法のおかずを重ねない。油
　脂、食塩が多い料理は1品まで

⑤おいしそうにきれいに

　　弁当箱のサイズ（ml）の目安

年　齢 　女 　男

３～５歳 ４００ ４００

６～７歳 ４５０～５００ ５００～５５０

８～９歳 ６００ ６００～６５０

１０～１１歳 ７００ ７５０～８００

１２～１４歳 ７５０～８００ ９００

１５～１７歳 ７００～７５０ ９００～９５０

１８～２９歳 ６５０～７００ ８５０～９００

３０～４９歳 ６５０～７００ ８５０～９００

５０～６９歳 ６５０ ８００

７０歳以上 ５００～５５０ ６００～６５０

弁当箱法１ ２３

主食３

副菜２ 主菜１

・ ・

足立己幸、針谷順子
「3・1・2弁当箱ダイエット法」群羊社

　今月から『子育てに関する情報』をタイムリーに
発信していきます。
　子育て真っ最中のお父さん、お母さんは日ごろの
子育ての参考に。また、おじいちゃん、おばあちゃん、
地域の皆さんは、最近の子育て事情を知っていただ
き『庄原市の末来を担う子ども』を育てている方を
サポートしてほしいと思います。
　本年度も、母と子の健康の保持増進を目的に、次の
ような事業を行います。
①パパママ広場（妊
婦教室）：妊婦体験・
沐浴実習・助産師に
よる個別相談②離乳
食教室：５～７か月
の乳児の保護者対象
に実習を交えて離乳
食について学べます。

★チェック！！
　母子保健に関する事業の詳しい日程は、ＨＰの「こ
どもの健康づくりガイド」にアクセス！

トップページ ▶ 健康・福祉 ▶ 健康と医療 ▶ 母子の健康

縄文時代の石鏃
１段目：晩期（左５つが五角形鏃）
２段目：後期（右２つが飛行機鏃）
３段目：前期、４段目：早期、５段目：早期（鍬形鏃）

　▲パパママ広場の様子
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